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（Parsons 1937）（Parsons & Smelser 1956=1958-9）（Parsons 1991）（Parsons 2007）。筆者は
これまで、パーソンズの社会システム理論における経済および経済システムの位置づけをめ


































































































































































生じたのだが、これは明らかに機能上の変化である（武田 2007：132-133）。 3） 家族（親
族）の意義を論じたこと。階級内変動（特定家族の盛衰）と階級間変動（「人材」の供給）









































ある（Cf. Swedberg 1991：220-221, 279 n.8） 。2 度めは、シュンペーターがハーヴァード大学
の教員を中心とする「合理性セミナー」の運営を通じて共同研究を企画したときである（大黒 


















































































































































































（2）　 橋本は、（佐藤 2000）とは違った計算をしている（橋本 2007）。1990 年代当時、佐藤のデータ解析が批判
を浴び、論争になった。
（3）　 パーソンズは職業と身分の分化による利害状況に関連して、「道具的複合体」という概念を用いてきた
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